
学校番号 ２００４ 

平成 31年度 専 英語 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

専 英語 英語理解 ２ 第２学年 
“SKYWARD LAND Course” 

桐原書店 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  様々な話題を扱った多くの英文に触れることで、多面的に英語の世界に親しみ、理解することが出

来るようになります。また、各章ごとに設定している文法項目の復習や表現、リスニングの練習を通

して、より高い英語運用能力を身につけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）、「英語表現Ⅰ」（２単位）、「英語理解」

（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

基本的な語句

や表現を用い

て、事前に準

備した文を覚

えて発表でき

る 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

スピーチ 

 

英表Ⅰ 

スピーチコ

ンテスト 

基本的な語句や表

現を用いて、日常

生活や自分の考え

についての文を作

ることができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定期考査 

 

英表Ⅰ 

定期考査 

ゆっくり発話さ

れる基本的な語

句を使った英文

の概要を理解す

ることができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

英表Ⅰ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

説明文や物

語文を読ん

で、その概要

を把握でき

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定期考査 

音読ﾃｽﾄ 

英語理解 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心

をもち、積極的に言語活動

を行い、コミュニケーショ

ンを図ろうとしているかを

的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動  

Unit ２ 

(3時間) 

テーマ 
「エネルギ
ー問題」 
アナがドイ
ツ旅行で感
銘を受けた
こととは何
か 
(２４７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・エネルギー問題の文

に触れて、その内容に

興味を持ち、深く読み

進めることができる 

・平易な言葉で、社会的

な話題を取り扱うこと

ができるようになる。 

・エネルギー問題の文

に触れて、その内容に

興味を持ち、深く読み

進めている 

・予習ノートを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・段落ごとに、アナが

ドイツで感銘を受けた

ことについて簡潔にま

とめて相手に伝えるこ

とができる。 

・ペア・ワークを行い、

ドイツのこと、各国の社

会問題などを調べて、お

互いに伝え合う。 

・段落ごとに、アナが

ドイツで感銘を受けた

ことについて簡潔にま

とめて相手に伝えてい

る 

・ペア・ワークなどの

アクティビティの参

加状況 

・調べた内容のメモを

ノートにまとめさせ

て点検する 

「外国語理解の能力」L 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用し

て内容を的確に聞き取

ることができる。  

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用し

て内容を的確に聞き取

っている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・<接続詞+S+V>の構造

を理解する。 

・本文中に用いられてい

る文法事項の意味、用法

を確認し、文体的特徴を

理解する。 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・<接続詞+S+V>の文

を理解する。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、動詞の

選択問題を設定する

ことで、その正答率で

判定する。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 1 

( 3時間)   

テーマ 
「文化と歴
史」 
ウェディン
グケーキの
食べ方や飾
りなどの文
化や歴史に
ついて 
(２０３語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○S  

・ウェディングケーキ
の歴史の文に触れて、
その内容に興味を持

ち、深く読み進めるこ
とができる 

・セクションごとに本文
をまとめ、書かれている
ケーキの情報やそれに

ついての意見交換を行
う。 

ウェディングケーキの
歴史の文に触れて、そ
の内容に興味を持ち、

深く読み進めている 

・活動観察を行う 

「外国語表現の能力」○W  

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・各セクションの内容を

メモする。 

・ペアで、メモに基づい

て、ケーキの歴史につい

て伝え合う。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・授業時間を利用して

口頭発表を実施する。 

 

「外国語理解の能力」○L  

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ
ョンなどの音声的な特

徴を捉えて的確に聞き
取ることができる。 

・リズムやイントネーシ
ョンの変化に注意して
聞く。 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ
ョンなどの音声低奈特

徴を捉えて的確に聞き
取っている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」○W  

・「書くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けることがで

きる。 

・前置詞を文脈上で正

しく使うことができ

る。 

・本文中で用いられてい

る前置詞の意味や用法

を確認する 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けている。 

・前置詞を文脈上で正

しく使えるようにな

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ３ 

( 3時間) 

テーマ 
「食文化」 
２０１３年
にユネスコ
の無形文化
遺産に登録
された和食
に つ い て 
(２２９語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・間違うことを恐れず、

積極的に自分の知って

いる情報や得た知識に

ついて話すことができ

る。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に
ついて話すためのキー
ワードをワークシート

にメモし、それを参考に
しながらグループで伝
え合う。 

・間違うことを恐れず、

積極的にチョコレート
に関して自分の知って
いる情報や得た知識に

ついて話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・予習ノートを提出さ
せ、その内容を取組状

況の判断材料として
活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

た内容を、平易な表現

に置き換えたり、情報

の順番を変えたりする

などして、読み手にわ

かりやすい文章を書く

ことができる。  

・セクションごとに情報

をまとめ、自分の文章で

相手に伝える。 

・聞いたり読んだりし

た内容を、平易な表現

に置き換えたり、情報

の順番を変えたりする

などして、読み手にわ

かりやすい文章を書い

ている。 

・ノートを提出させ、

内容を確認する。 

「外国語理解の能力」 R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・文章の流れに沿って読

み進め、大事な事柄をま

とめていく。 

 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。  

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言 

語活動に用いられてい 

る文法事項などについ 

ての知識を身につける 

ことができる。 

・接続詞 that の用法が

理解できる。 

・接続詞のある文章に留

意して、その意味を考え

ながら読む。 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身につけてい

る。 

・接続詞 that の用法を

理解している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、接続詞

が使われている問題

を設定することで、理

解度を判定する。 

 

Unit ４ 

( 3時間) 

テーマ 
「 ビ ジ ネ
ス」 
企業から電
子メールで
購入する「B 
to E」 とい
う新しい企
業の販売モ
デルと課題 
(２００語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所 

や未知の語句があって 

も、推測するなどして 

聞き続けることができ 

る。 

・セクションごとに音声

を聞き、場面や意味を推

測し、生徒間で情報交換

をする。 

・聞き取れない箇所 

や未知の語句があって 

も、推測するなどして 

聞き続けている。 

・ペア・ワークでの言 

語活動を観察する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや、

その概要や自分の考え

を簡潔に書くことがで

きる。 

・本文中でビジネス用語

や歴史について、ノート

に各自の興味のある用

語について英語で書く。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・ノートを提出させて

その内容を評価する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・文章の流れに沿って読

み進め、大事な事柄をま

とめていく。 

 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。  

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けることがで

きる 

・名詞の同格関係を表

す文が理解できる 

・文中で同格関係が使わ

れる場面に留意して、文

脈から用法を推測する。 

 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けている。 

・名詞の同格関係を表

す文を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ５ 

( 3時間) 

テーマ 
「 英 語 学
習」 
日本人の課
題点と改善
案とは 
(２５０語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しながら、

質問したり意見を交換

したりすることができ

る。 

・自分の経験より、今行

っている英語学習方法

の意見交換を英語でや

り取りをすることがで

きる。 

・互いに協力しながら、

質問したり意見を交換

したりしている。 

・ペア・ワークなどの

アクティビティの参

加状況 

 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・本文中での英語学習方

法の是非について、自分

の意見を英語で書く。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・ノートを提出させて

その内容を評価する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・本文で提示されている

日本人の英語学習方法

について、その内容を理

解する。 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けることがで

きる。 

・<動詞+as>の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項についての知識

を身に付けている。 

・<動詞+as>の用法を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit ６ 

( 3時間) 

テーマ 
「ジェンダ
ー論」 
社会から見
た女性の地
位と、それ
に立ち向か
う中東の女
性たち 
(２５１語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があっても

推測するなどして聞き

続けることができる。 

・ワークシートをもと

に、自分の考えを述べ

る。 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があっても

推測するなどして聞き

続けている。 

 

・リスニングテストを

実施して、大意につい

ての設問に答えるこ

とで、聞き取れない箇

所や未知の語句があ

っても、推測するなど

して聞き続けている

かを測る。 

「外国語表現の能力」S 

・リズムやイントネー

ションなどの音声的な

特徴を捉えて適切に話

すことができる。 

・ペア・ワークでお互い 

にリズムよく読めてい 

るかをチェックし合う。 

・リズムやイントネー

ションなどの音声的な

特徴を捉えて適切に話

している。 

・スピーキングテスト

を実施する。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに、論理

の展開を読み取る。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を聞き、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握している。 

・定期考査の筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・関係代名詞の非限定

用法（継続用法）の構

造が理解できる。 

・本文中で用いられてい

る文法の意味や用法を

確認する。 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・関係代名詞の非限定

用法（継続用法）の構

造を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ７ 

( 3時間) 

テーマ 
「環境」 
企業の環境
保護に関す
る考えとそ
の背景 
(３１７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しながら、

環境に関係する質問を

したり意見を交換した

りすることができる。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考に

しながらペアで伝え合

う。 

・互いに協力しながら、

環境に関係する質問を

したり意見を交換した

りしている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ノートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・各セクションの内容を

メモする。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢につ

いて伝え合う。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書いてい

る。 

・授業時間を利用して

口頭発表を実施する。 

 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

・つながりを示す語やフ

レーズをたよりに、論理

の展開を読み取る。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を聞き、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握している。 

・定期考査の筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができている

かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・分詞の用法が理解で

きる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・分詞の用法を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit ８ 

( 3時間) 

テーマ 
「言語」 
英語に翻訳
されずにそ
のまま用い
られる日本
語について 
(３２４語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・ことばについて知っ

ている情報や、海外で

使われている言葉につ

いて、間違うことを恐

れず、積極的に話すこ

とができる。 

・各セクションを読む前

に海外で翻訳されてい

ない言葉や、本文からの

情報を、ワークシートに

基づいて、ペアで伝え合

う。 

・ことばについて知っ

ている情報や、海外で

使われている言葉につ

いて、間違うことを恐

れず、積極的に話して

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・トピック・センテン

スやキーワードを適切

に用いて、要点が明確

な文章を書くことがで

きる。 

・セクションごとに、興

味をひかれたことばに

ついて、ワークシートに

英語で書く。 

・トピック・センテン

スやキーワードを適切

に用いて、要点が明確

な文章を書いている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

事実と意見などを区別

して内容を理解するこ

とができる。  

・段落ごとに経緯をみつ

け、簡潔にまとめること

で、内容を整理・把握す

ることが出来るように

する。 

・説明などを読んで、

事実と意見などを区別

して内容を理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

 

・本文中で用いられてい

る文法の意味や用法を

確認する。 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識が

身に付いているかを

判断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit ９ 

( 3時間) 

テーマ 
「人体・医
学」 
人間が呼吸
するとき身
体の中でお
きているこ
ととは 
(３０７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けることができ

る。 

・セクションごとに、本

文の音声を聞き、事実と

筆者の考えを区別して、

ワークシートにメモす

る。 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている。 

 

・ペア・ワークでの言

語活動を観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや
経験したことについ
て、その概要や自分の

意見を話すことができ
る。 

・呼吸することについて、

知っている知識や相手の
考えなど、グループで互
いに発表しあう。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや
経験したことについ
て、その概要や自分の

意見を話している。 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートを提出
させ、その内容を取組

状況の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を捉

えることを通じ、全体

の要旨を理解すること

ができる。 

・内容に関して、事実や

対応の状況が正確に把握

しているか。 

・説明などを読んで、

特に重要な事実等を

捉えることを通じ、全

体の要旨を理解して

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けること

ができる。 

・関係詞と疑問詞で用

いられる what の区別

ができる。 

・what の用法を、ワーク

シートを使って確認す

る。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられてい

る語句や文構造につ

いての知識を身につ

けている。 

・関係詞と疑問詞で用

いられる what の区別

ができるようになる 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識が

身に付いているかを

判断する。 

Unit 10 

( 3時間) 

テーマ 
「 都 市 問
題」 
渡り鳥がビ
ルに衝突し
て命を落と
すことへの
対策と成果
とは 
(２９４語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けることができ

る。 

・メモをとりながら、作

者の意見を聞く。 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

意見を話すことができ

る。 

・本文の内容について、
自分の意見や相手の考え

など、グループで互いに
発表しあう。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

意見を話している。 

・ワークシートに各々

の意見や感想を簡単

な英語でまとめ、ペア

で発表する。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章を

読み、本文中の話の流

れを把握することがで

きる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章

を読み、本文中の話の

流れを把握している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている語

句についての知識を身

に付けることができ

る。 

・<V+O+ to do>の用法

が理解できる。 

・文中で用いられている、

文法の意味や用法を確認

する。・ 

・「書くこと」の言語

活動に用いられてい

る語句についての知

識を身に付けている。 

・<V+O+ to do>の文

の構造を理解してい

る。 

・定期考査に於いて、

並べ替えや日本語訳

の問題で、正しく用法

がとれているかを確

認する 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 11 

( ４時間) 

テーマ 
「地球の資
源」 
安全な水の
確保と飢え
との関係性 
(２９１語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書くこと

ができる。 

・段落の要旨を簡単な文

でまとめて、発表する。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して書いて

いる。 

・各自の書いた文章を

発表する。 

「外国語表現の能力」S 

・情報や考えなどにつ

いて、互いに質問した

り質問に答えたりする

ことができる。 

・ワークシートを用いて、

セクションごとに地球の

資源について、例示する

表現と自分の意見を用い

て簡潔な説明文を書く。 

・情報や考えなどにつ

いて、互いに質問した

り質問に答えたりし

ている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、まとめ

と意見を述べる設問

をすることにより、目

標が達成できている

かを判断する。 

「外国語理解の能力」L 

・出来事や物事につい

ての説明を聞いて、重

要な語句などを手がか

りにして概要や要点を

理解することができ

る。 

・キーワードをノートに

メモし、その本文の内容

を理解する。 

・出来事や物事につい

ての説明を聞いて、重

要な語句などを手が

かりにして概要や要

点を理解している。 

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

「言語や文化についての知識・理解」R 

・「読むこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・形式主語 It の用法が

理解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「読むこと」の言語

活動に用いられてい

る文法事項などにつ

いての知識を身に付

けている。 

・形式主語 It の用法

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit 12 

( ４時間) 

テーマ 
「教育」 
今後大学で
求められる
授業形態と
は 
(３５７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

・互いに協力しながら、

質問したり意見を交換

したりすることができ

る。  

・内容に対する感想や意
見について話すためのキ
ーワードをワークシート

にメモし、それを参考に
しながら発表する。 

・互いに協力しなが
ら、質問したり意見を
交換したりしている。 

・ワークシートを提出
させ、その内容を取組
状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」W 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことや

経験したことについ

て、その概要や自分の

考えを簡潔に書くこと

ができる。 

・高等教育の費用上昇に

ついて、現在行われてい

る授業形態についての意

見をワークシートに英語

で書く。 

・聞いたり読んだりし

たこと、学んだことに

ついて、その概要や自

分の考えを簡潔に書

いている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」R 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章を

読み、論理がどのよう

に展開しているかを把

握することができる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・繋がりを示す語やフ

レーズに注意し文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているか

を把握している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・It で始まる慣用的な

構文を場面に応じて自

分で使うことができ

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「聞くこと」の言語

活動に用いられてい

る文法事項などにつ

いての知識を身に付

けている。 

・It で始まる慣用的な

構文を理解している。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 13 

(４時間) 

テーマ 
「科学技術
と社会」 
犯罪科学者
の活動 
 
(３１６語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や意

見について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモしながら、読

み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定し
ない） 

   

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声的な特
徴を捉えて的確に聞き
取ることができる。 

・リズムやイントネーシ
ョンの変化に注意して

聞く。 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声低奈特
徴を捉えて的確に聞き
取っている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けること

ができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit 14 

( 4時間) 

テーマ 
「発明」 
ノーベル賞
を受賞者３
名の功績と
その影響 
(２８１語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

・ノーベル賞を受賞した

３人の日本科学者が発

明したもの、メリット・

デメリットをワークシ

ートに記入する。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に調

べたり、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」L 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解する

ことができる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解して

いる。 

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・過去完了形の用法が

理解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・過去完了形の用法が

理解している 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 15 

( 4時間) 

テーマ 
「労働」 
女性労働力
活用のため
に企業はど
のような対
応をすべき
か 
(３１９語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・現在の日本における

社会問題を書き出すこ

とができる。 

・本文より日本における

社会問題を抜き出し、自

分の意見をワークシー

トに記入する。 

・現在の日本における

社会問題を書き出して

いる 

・ワークシートの提

出。 

「外国語表現の能力」R 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・フレーズごとの意味を

考え、それらの関係が伝

わるようにイントネー

ションやポーズの場所

や長さを考え、ワークシ

ートに記入してみる。 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・個人の音読によるチ

ェックテストを行う。 

「外国語理解の能力」L 

・事物に関する報告、

問題点などを聞いて、

情報や考えなどを理解

したり、概要や要点を

とらえたりすることが

できる。 

・聴きながら、段落ごと

のテーマをみつけ、簡潔

にまとめることで、内容

を把握することが出来

るようにする。 

・事物に関する報告、

問題点などを聞いて、

情報や考えなどを理解

したり、概要や要点を

とらえている 

・定期考査に於いて、

段落まとめの設問を

する事で、内容を把握

できているかどうか

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・後置修飾の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・後置修飾の用法を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit   16 

( 4時間) 

テーマ 
「会話」 
アインシュ
タインとは
どのような
人物か 
(２９７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・二人の登場人物の会

話より、二人の偉人の

ことをまとめ、自分の

言葉で書くことができ

る。 

・二人の会話文より、予

備知識を書き出し、それ

を用いて簡単な文を書

いてみる。 

・二人の登場人物の会

話より、二人の偉人の

情報をワークシートに

まとめている。 

・ワークシートの提

出。 

「外国語表現の能力」R 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読する

ことができる。 

・フレーズごとの意味を

考え、それらの関係が伝

わるようにイントネー

ションやポーズの場所

や長さを考え、ワークシ

ートに記入してみる。 

・意味内容が聞き手に

伝わるように音読して

いる 

・個人の音読によるチ

ェックテストを行う。 

「外国語理解の能力」L 

・人物に関する紹介、

対話や聞いて、情報や

考えなどを理解した

り、概要や要点をとら

えたりすることができ

る。 

・聴きながら、段落ごと

のテーマをみつけ、簡潔

にまとめることで、内容

を把握することが出来

るようにする。 

・人物に関する紹介、

対話を聞いて、情報や

考えなどを理解した

り、概要や要点をとら

えている。 

・定期考査に於いて、

段落まとめの設問を

する事で、内容を把握

できているかどうか

確認する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・強調構文の用法が理

解できる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・強調構文の用法が理

解している 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 17 

(4時間) 

テーマ 
「統計」 
「失われた
20 年間」と
は何か、日
本経済停滞
の理由とは
何か 
(３６７語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や意

見について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモしながら、読

み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読することができる。 

・段落ごとに本文で要と

なっている単語、文をワ

ークシートにまとめる。 

・その場の状況、聞き

手の反応、話題、伝え

ようとする内容や気持

ちなどに応じた適切な

速度や声の大きさで音

読している。 

・ワークシートを用い

て、内容理解に基づく

意見形成ができてい

るか判断する。 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声的な特
徴を捉えて的確に聞き
取ることができる。 

・リズムやイントネーシ
ョンの変化に注意して

聞く。 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声低奈特
徴を捉えて的確に聞き
取っている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」L 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けること

ができる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「聞くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit 18 

( 4時間) 

テーマ 
「 エ ッ セ
イ」 
自分自身の 
「ルール」
を作ること
の大事さと
は 
(３１３語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

筆者の経験を時系列に

整理して書く。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に調

べたり、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」L 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解する

ことができる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解して

いる。 

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

・使役動詞 have を用い

た文の構造が理解でき

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・使役動詞 have を用い

た文の構造を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 19 

(４時間) 

テーマ 
「 労 働 問
題」 
ブラック企
業の問題に
ついて若者
は何をする
べきか 
(３２２語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」R 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読むこと

ができる。 

・内容に対する感想や意

見について話すための

キーワードをワークシ

ートにメモしながら、読

み進める。 

・必要に応じて辞書な

どを活用して読んでい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」S 

・情報や考えなどにつ

いて、互いに質問した

り質問に答えたりする

ことができる。 

・ワークシートを用い

て、セクションごとに労

働問題について、例示す

る表現と自分の意見を

用いて簡潔な説明文を

書く。 

・情報や考えなどにつ

いて、互いに質問した

り質問に答えたりして

いる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、まとめ

と意見を述べる設問

をすることにより、目

標が達成できている

かを判断する。 

「外国語理解の能力」L 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声的な特
徴を捉えて的確に聞き
取ることができる。 

・リズムやイントネーシ
ョンの変化に注意して

聞く。 

・単語の発音、音変化、
リズムやイントネーシ

ョンなどの音声低奈特
徴を捉えて的確に聞き
取っている。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けること

ができる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「書くこと」の言語活

動に用いられている語

句や文構造についての

知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Unit 20 

( 4時間) 

テーマ 
「産業」 
ナイジェリ
アの映画さ
ん産業で視
聴者を楽し
ませるため
の工夫とは 
(３４０語) 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けるこ

とができる。 

・本文中より出てきてい

る情報をまとめ、比較し

それぞれのよい点悪い

点を文にしてまとめる。 

・うまく表現できない

ことがあっても、既知

の語句や表現を用いる

などして書き続けてい

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」R 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読することがで

きる。 

・単語の発音を正確に調

べたり、語句の切れ目に

注意して読む。 

・単語の発音、リズム

やイントネーションな

どの音声的な特徴を捉

えて音読している。 

・シートを提出させ、

その内容を取組状況

の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」L 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解する

ことができる。 

・段落ごとにテーマをみ

つけ、簡潔にまとめるこ

とで、内容を把握するこ

とが出来るようにする。 

・出来事や物事につい

ての説明や様々な会話

を聞いて、重要な語句

などを手がかりにして

概要や要点を理解して

いる。 

・定期考査の内容理解

問題で、正しい内容の

文を選べるかどうか。 

 

「言語や文化についての知識・理解」S 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けること

ができる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・「話すこと」の言語活

動に用いられている文

法事項などについての

知識を身に付けてい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 


